
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 令和 2 年 5 月に資料館がオープンしてから、1 年以上経過していますが、子供達や一般の

方の反応や声はいかがですか？ 

 歴民：これまで、名取の歴史や文化の内容を知ることができる施設がなかったので、来館者 

の方々からは良かったという声を頂いています。また、身近な所に魅力的な文化財や、 

歴史スポットがあるということに気づき、大変面白かったとのご意見も頂いていま 

す。さらに、まが玉づくりや、土器づくりなどの体験、歴史スポット巡りなども、楽 

しく歴史を学ぶことができた、また参加したいとの声も頂いています。古墳ふれあい 

広場では、親子で楽しく過ごしている姿もよく見られます。 

Q 資料館で資料を見学する場合、どのような点に着目すれば面白いとか、見る場合のコツとか

ありますか？ 

 歴民：当館は、約２万年にわたる名取の歴史の中でも、特に特徴的・魅力的な「名取らし 

さ」を表す６つのテーマに基づいて展示公開を行っています。はじめに受付脇にある

「オリエンテーションルーム」で、各時代の大きな歴史の流れや、「名取 

の歴史 空中散歩」という市内の主な歴史スポットを紹介する映像を見ていただいた 

後で、展示室を見ていただくのがおススメです。 

Q そもそも、文化財には様々な種類があると聞きますが、どのような分け方があるのですか？

それぞれの概要について教えてください！ 

歴民： 文化財は、昔の人の生活によって生み出されたもの全てが対象になっており幅広い 

ですが、大きく以下のように分類されています。 

 （１）有形文化財（かたちのあるもの） 

例：歴史的な建造物や、石造物、仏像や古文書など。 

 （２）無形文化財（かたちのないもの）  

例：演劇、音楽、工芸品などをつくる技術など、いわゆる「人間国宝」も含む。 

 （３）民俗文化財（生活に関係したもの） 

   ①有形民俗文化財（かたちのあるもの）：農具や暮らしの道具、衣装、家具など 

   ②無形民俗文化財（かたちのないもの）：衣食住、信仰、風習や習慣、民俗芸能など 

 （４）記念物 
古墳や城跡、都の跡などの遺跡の中で特に重要なもの、庭園や橋梁、渓谷、動植 
物、地質や鉱物なども含む。 

 （５）文化的な景観 

地域の人々の暮らしや風土などによって形成された景観地。  

 （６）伝統的建造物群 

周りの景観と一体となって歴史的な空間を生み出している伝統的な建造物群。 

例：旧街道や宿場などの空間を構成している蔵や商家群、古い集落の面影を伝える

茅葺屋根の古民家群。（合掌造りの白川郷や、福島県の大内宿など） 

 （７）文化財の保存技術 

文化財の保存のために必要な材料制作、修理や修復の技術など。 

 （８）埋蔵文化財 

土地に埋蔵されている文化財で一般的には「遺跡」と呼ぶ。 

今回は、文化・スポーツ課の出前講座「名取の歴史と文化財」、「出前 資料館」及び 

歴史民俗資料館の業務について、日ごろ疑問に思っていることを歴史民俗資料館の皆さんに

伺いましたのでお知らせします♪ 

令和３年 10月１日発行 

話し手：歴史民俗資料館 鴇崎館長 
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昨年５月にオープンした「名取市歴史民俗資料館」では、市内の歴史文化に関する

展示公開のほか「歴史スポットめぐり」やウォーキングイベント、まが玉づくり・ミニ縄

文土器・埴輪づくり、火起こし体験や、草木染め体験などのほか、市の歴史文化に関

わる講座や講演会など、ボランティアさんにも協力してもらいながら楽しめる活動を

行っています。 これからも、いろいろなことにチャレンジしながら活動していきたい

と思いますので、気軽に資料館にお越しください！ 

《歴
史
民
俗
資
料
館
》 

か
ら
の
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知
ら
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Q 実施している出前講座テーマの「出前 資料館」では、町内会や老人クラブなど様々な団体

の研修会や総会などの機会に依頼ができると思いますが、どのようなお話が可能ですか？ 

 歴民：「出前 資料館」では、現在、以下の２つの内容についてお話しができます。 

（１）名取の主な歴史の概要について 
（２）資料館の展示概要について 

Q 資料館のイベントは、工夫を凝らした楽しそうなイベントを企画実施していますが、これか

らやってみたいイベントや取り組みなどはありますか？ 

 歴民：現在実施している「歴史スポットめぐり」では、市内の主要な所を当館職員が案内しなが 

ら、バスで巡っていますが、様々なテーマに合わせた新しいルートでの実施や、昔の「名 

取郡つながり」で、徐々に範囲を市外にも拡げていきたいとも思っています。また、サ 

イクリングやウォーキングイベントなども楽しそうです。さらに、現在実施している、 

「まが玉づくり」や「土器や埴輪づくり」の他にも、「アンギン編み体験」や「石器づく 

り体験」、「紙すき体験」などの体験メニューや、公民館や学校、図書館などの関連施設や、 

民俗芸能の保存団体や市民団体等と連携したイベントにも取り組みたいと思っています。 

Q 最後に、とっておきの名取の歴史情報など教えてください！ 

 歴民：光源氏のモデルの 1 人とも言われている藤原実方は、以前は、宮中で問題を起こして 

多賀城へ左遷され、名取の地で亡くなったという説が一般的でした。これらは鎌倉時 

代の記録の内容等から、そのように考えられてきましたが、近年では「左遷」されたので 

はなく、むしろ意図的に陸奥国へ来たのではないかという意見も強くなってきています。 

 

＜参 考＞ 

令和 2年度入館者数：７，５９１名 


